
第１問 地理的技能とその活用，および日本の自然環境や自然災害に関する次の問

い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 次の図１は，メルカトル図法を用いて描いた地図である。図１に関すること

がらについて述べた文として適当でないものを，後の�～�のうちから一つ選
べ。 １
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図 １

� 図中で同じ大きさで表現されている aと bを比較すると，地球上の実際

の面積は bの方が大きい。

� この図で緯線と経線を示すと，それらは直交する。

� 図中の任意の地点間を結んだ直線は，等角コースとなる。

� 東京と地点 Xの大圏コースを表現したアは，地球上の実際の距離を比較

するとイよりも長い。

問 ２ 次の写真１は，後の図２中の地点 A～Cのいずれかの上空から，矢印の方向

を撮影したものである。また，後の文章は，写真１と図２に関することがらに

ついて述べたものである。写真１の撮影地点と文章中の空欄ｅに当てはまる語

句との組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。
２
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写真 １
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地理院地図により作成。

図 ２

おう

図２中には，円形の凹地をともなったいくつかの山頂部が確認できる。ま

た，図２の中央部の湿地がみられる場所は，傾斜の緩やかな地形が広がってい

る。このような特徴から，写真１と図２に示される地形は，（ ｅ ）地形であ

ると判断できる。
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問 ３ 次の図３中の�～�は，日本のいくつかの観測地点における気温の年較差，

日最大風速１５m/秒以上の年間日数，年間の日照時間，真夏日＊の年間日数の

いずれかを示したものである。年間の日照時間に該当するものを，図３中の

�～�のうちから一つ選べ。 ３

＊最高気温が３０℃以上の日。

高位
中位
低位

『理科年表』により作成。

図 ３
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問 ４ 次の図４は，日本のある地域の地形を分類して示したものであり，図５は，

図４の地域で高潮による浸水が発生した場合の浸水継続時間を予測したもので

ある。図４と図５に関することがらについて述べた文として最も適当なもの

を，後の�～�のうちから一つ選べ。 ４

干拓地
台地 後背湿地砂州・砂丘
旧河道
水域

盛土地・埋立地
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地理院地図により作成。

図 ４

３日以上 12　時間以上３日未満
データなし12　時間未満および浸水なし

水域
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自治体の資料により作成。

図 ５

� 干拓地では，北部と南部で浸水の様子が異なり，南部の方が浸水継続時間

は長い。

� 干拓地と盛土地・埋立地の浸水継続時間を比べると，干拓地よりも盛土

地・埋立地の方が長い。

� 砂州・砂丘の西側に広がる後背湿地では，浸水継続時間が�日以上となる

範囲が，その面積の半分以上を占める。

� 台地と砂州・砂丘を比べると，浸水継続時間が１２時間以上�日未満であ

る範囲は，砂州・砂丘よりも台地の方で広い。
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問 ５ 次の図６は，日本のある河川ｓの流域の一部について，陰影をつけて地形の

起伏を表現した図と地形図を重ねて，地点ｔから洪水に対する避難場所Ｊ～Ｌ

への避難経路を示したものである。また，後の文章カ～クは，避難場所Ｊ～Ｌ

とそれらへの避難経路の特徴について述べたものである。Ｊ～Ｌとカ～クとの

組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ５
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河川　s　の流下方向
避難経路
等高線
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地理院地図により作成。

図 ６

カ 地点ｔから避難場所へ向かう途中で，崖崩れに遭遇する危険性が最も高い

経路である。事前に別の避難経路を考えておく必要がある。

キ 地点ｔから標高の低い方へ避難する経路である。河川ｓの氾濫時には，三

つの避難場所の中で，最も浸水深が大きくなる可能性が高い。

ク 地点ｔと避難場所との比高が最も大きく，標高の高い避難場所へ向かう経

路である。避難開始直後は，河川ｓと平行に上流方向へ移動する。
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問 ６ 自然現象は，自然災害を引き起こす一方で，利用可能な資源を生み出すこと

もある。日本における自然現象がもたらす自然災害と資源について述べた文と

して適当でないものを，次の�～�のうちから一つ選べ。 ６

� 火山は，噴火によって大きな被害をもたらしてきたが，火山によってつく

られた地形は観光資源となっている。

� 河川は，氾濫によって被害をもたらしてきたが，堆積した土砂は肥沃な土

壌を生み出してきた。
ゆき ど

� 山地でみられる積雪は，雪崩などによって被害をもたらすが，雪融け水は

農業用水に利用されている。

� 竜巻は，建物の倒壊などの被害をもたらすが，その強風は風力発電に利用

されている。
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第２問 世界の生活・文化に関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 水は，人々の生活に欠かせないが，使用量や使用目的に地域差がみられる。

次の図１は，世界のいくつかの地域における年間水使用量を用途別に示したも

のであり，アとイは北アメリカと東アジアのいずれか，凡例ＡとＢは農業用と

工業用のいずれかである。北アメリカと農業用との正しい組合せを，後の�～

�のうちから一つ選べ。 ７

ア

アフリカ

イ

ヨーロッパ

その他

Ａ
Ｂ

億　m　30 2000 4000 6000 8000

北アメリカの数値にはメキシコを含む。ヨーロッパの数値にはロシアを含む。

統計年次は２０１３～２０１７年のいずれか。AQUASTATにより作成。

図 １
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問 ２ 人々は，自然環境に応じた生活を営んできた。次の写真１は，世界のある地

域でみられる生活の様子を撮影したものである。また，後の図２は，いくつか

の地域における地点Ｄ～Ｇの最暖月と最寒月の月平均気温，および最多雨月と

最少雨月の月降水量を示したものである。写真１のような生活がみられる地域

における，月平均気温と月降水量として最も適当なものを，後の�～�のうち

から一つ選べ。 ８

主食となる作物の栽培の様子 家屋と生活の様子

写真 １
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気象庁の資料により作成。

図 ２
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問 ３ 自然環境や社会・経済の状況に合わせて，世界各地では様々な形態の移動手

段がみられる。次の写真２は，いくつかの移動手段を撮影したものであり，後

の�～�の文は，写真２中のカとキに関することがらについて述べたものであ

る。これらのうち，カとキの両方に当てはまる最も適当なものと，キのみに当

てはまる最も適当なものを，�～�のうちから一つずつ選べ。

カとキの両方 ９ ・キのみ １０

カ イギリスでみられる

水路橋を通る船舶

キ 南アメリカのボリビアで

みられるロープウェイ

写真 ２

� 大雨や強風時にも移動できるようにした手段である。

� 起伏のある地形を移動できるようにした手段である。

� 鉄道よりも一度に大量の旅客を運べるようにした手段である。

� 道路の交通渋滞の緩和を目的とした手段である。

地理Ａ
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問 ４ 人々の国際的な往来が多い空港では，多言語への対応が求められている。次

の写真３は，いくつかの国の首都の空港における国際線の出発案内を撮影した

ものであり，サ～スは，マレーシア，メキシコ，西アジアのカタールのいずれ

かのものである。また，図３中のＪ～Ｌは，２０１７年における東京とサ～スの

間の週当たり往復旅客便数を示したものである。サ～スとＪ～Ｌとの正しい組

合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １１

サ

シ

ス

Googleストリートビューにより作成。

写真 ３

38
東京

21

14

5

Ｊ

ＬＫ

一つの都市に複数の空港が存在する

場合は合計値。

OAG Flight Guide Worldwideにより

作成。

図 ３
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問 ５ サケ・マス類は，貿易を通じて世界各地で食されている魚である。次の図４

中のＸとＹは，２０１８年におけるサケ・マス類の輸出量と輸入量のいずれかに

ついて，上位１０か国を示したものである。また，図４中の凡例タとチは，鮮

魚・冷蔵品と冷凍品のいずれかである。輸入量の図と鮮魚・冷蔵品の凡例との

正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １２

Ｘ

Ｙ

タ
チ

万トン
120
60
15

中国の数値には台湾，ホンコン，マカオを含まない。デンマークの数値にはグリーンランド，

フェロー諸島を含む。FAOSTATにより作成。

図 ４
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問 ６ 経済情勢や自然環境などを背景に，世界の人々の生活を支える製造業には，

国や地域による特色がみられる。次の表１は，いくつかの国Ｐ～Ｒにおける製

造業の出荷額と，出荷額に占めるいくつかの業種の割合を示したものである。

また，後の文マ～ムは，Ｐ～Ｒのいずれかにおける製造業の特徴を述べたもの

である。Ｐ～Ｒとマ～ムとの組合せとして最も適当なものを，後の�～�のう

ちから一つ選べ。 １３

表 １

出荷額

（億ドル）

出荷額に占める業種の割合（％）

繊維・衣類 石油製品 輸送用機械

Ｐ ９，２２２ １．６ ３．９ ２３．６

Ｑ １，８９４ ３．２ ２１．４ １．０

Ｒ １，３５６ ５４．４ ０．２ ２．９

石油製品には，石炭製品などを含む。

統計年次は，２０１６年または２０１８年。UNIDOの資料により作成。

マ 国が主導する産業振興策を背景に，国内で豊富にとれる天然資源を加工し

て輸出する製造業が中心である。

ミ 製造にかかる人件費の高さなどに対応するため，付加価値が高く生産に高

度な技術や知識を必要とする製造業へと移行している。

ム 低賃金で雇用できる国内の豊富な労働力をいかした，外国向けの安価な製

品の生産が製造業の中心である。

� � � � � �

Ｐ マ マ ミ ミ ム ム

Ｑ ミ ム マ ム マ ミ

Ｒ ム ミ ム マ ミ マ
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第３問 北アメリカに関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 北アメリカには，自然環境の特徴を反映した多くの国立公園がある。次の

図１は，北アメリカの地形を示したものであり，Ａ～Ｃは，北アメリカにある

いくつかの国立公園の位置を示している。また，後の写真１中のア～ウは，

Ａ～Ｃのいずれかの景観を撮影したものである。Ａ～Ｃとア～ウとの正しい組

合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １４

Ａ

B

C

色の濃い部分ほど標高の高い地域を示している。

図 １

ア イ ウ

写真 １

地理Ａ
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Ａ ア ア イ イ ウ ウ

Ｂ イ ウ ア ウ ア イ

Ｃ ウ イ ウ ア イ ア

問 ２ 北アメリカでは，自然環境の特徴をいかして様々な農産物が生産されてい

る。次の図２中の�～�は，トウモロコシ，ブドウ，メープルシロップ，綿花

のいずれかについて，アメリカ合衆国＊における生産量の上位１０州と，それ

らがアメリカ合衆国全体に占める割合を示したものである。ブドウに該当する

ものを，図２中の�～�のうちから一つ選べ。 １５

＊アラスカ州とハワイ州を含まない。

80
％

20
5

統計年次は２０１７年。U.S. Department of Agricultureの資料により作成。

図 ２
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問 ３ 北アメリカでは，地域によって人口の構成が異なる。次の図３は，アメリカ

合衆国を�地域に区分して示したものである。また，後の図４は，アメリカ合

衆国におけるアジア系，アフリカ系，先住民の人口について，地域別の割合を

示したものであり，凡例カ～クは，西部，南部，北東部のいずれかである。地

域区分とカ～クとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。

１６

西部
中西部

南部

北東部

西部にはアラスカ州とハワイ州を含む。

図 ３

アジア系

アフリカ系

先住民

0 20 40 60 80 100　％

カ
キ
ク
中西部

統計年次は２０１０年。U.S. Census Bureauの資料などにより作成。

図 ４
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問 ４ 北アメリカの都市には，世界各地から多くの人々が移り住み，独自の都市景

観が形成されている。次の写真２は，カナダのある都市における，いくつかの

地区を撮影したものである。写真２中のサ～セの地区でみられる人々の生活の

様子を述べた文として適当でないものを，後の�～�のうちから一つ選べ。

１７

サ シ

ス セ

写真 ２

� サの地区では，箸やスプーンを用いて食事をする慣習がみられる。

� シの地区では，牛を神聖視して食肉用としない慣習が広くみられる。

� スの地区では，ハラール食材を扱う店がいくつかみられる。

� セの地区では，旧暦の新年を祝う行事が行われている。

地理Ａ
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問 ５ アメリカ合衆国では，産業の発展によって都市住民の生活水準が向上してき

たが，課題もみられる。次の表１は，アメリカ合衆国のいくつかの都市におけ

る職業別就業者割合を示したものであり，タとチは，デトロイトと，シリコン

ヴァレーに位置するサンノゼのいずれかである。表１に関することがらについ

て述べた文章中の空欄Ｅに当てはまる記号と，空欄Ｆに当てはまる語句との組

合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １８

表 １

（単位：％）

タ チ

飲食業従事者 ８．７ ７．４

運輸業従事者 ８．０ ４．６

情報処理・通信技術者 ３．５ １２．７

生産工程従事者 １０．１ ４．７

販売従事者 ９．６ ８．６

その他 ６０．１ ６２．０

統計年次は２０１９年。U.S. Department of Laborの資料により作成。

アメリカ合衆国では，特定の産業が発達した都市が各地でみられるが，それ

ぞれの都市で異なる課題も生じている。例えば，（ Ｅ ）は，現代のアメリカ

合衆国の中でも経済発展が著しい都市であるが，（ Ｆ ）の高騰による家計の

負担増や，長距離通勤が問題となっている。

� � � �

Ｅ タ タ チ チ

Ｆ 社会保障費 住居費 社会保障費 住居費
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問 ６ カナダでは２１世紀以降に，閣僚構成が大きく変化してきた。次の図５は，

先住民，マイノリティ＊，ヨーロッパ系＊＊の閣僚を性別・選出州別に示したも

のであり，ＭとＮは，２００６年と２０１５年のいずれかである。図５に関すること

がらについて述べた文章中の空欄マに該当する図と，空欄ミに当てはまる語句

との組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。

１９

＊アジア系，アフリカ系など，ヨーロッパ以外にルーツをもつ人々。
＊＊ヨーロッパにルーツをもつ人々。

先住民
女性男性

ヨーロッパ系
マイノリティ

州境

Ｍ Ｎ

カナダ政府の資料により作成。

図 ５

２０１５年に就任した首相は，性の平等性に配慮し，難民として移住してきた

者や元パラリンピック代表選手など，様々な背景のある議員を閣僚に任命し

た。２０１５年を示している図は，（ マ ）である。この選出からは，これまで

カナダが掲げてきた（ ミ ）をさらに推進した点がうかがえる。

� � � �

マ Ｍ Ｍ Ｎ Ｎ

ミ 多文化主義 民族主義 多文化主義 民族主義

地理Ａ
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第４問 生徒たちは授業で，「環境問題の解決はなぜ難しいのか」について班に分か

れて探究した。この探究に関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 先生は，環境問題に対する国や地域の立場の違いを把握するため，地球温暖

化に関する国際会議におけるいくつかのグループＡ～Ｄを次の図１に示した。

図１を見ながら話し合った先生と生徒たちとの会話文中の下線部�～�のうち

から，誤りを含むものを一つ選べ。 ２０

Ａ Ｂ Ｃ その他Ｄ

経済産業省の資料などにより作成。２０１８年時点。

図 １

先 生 「気候変動枠組条約締約国会議では，立場にどのような違いがありますか」

チハル 「グループＡには，�温暖化による海面上昇の影響を受けやすく，温室効

果ガスの高い排出削減目標を主張している国が多いと思います」

ゲンタ 「グループＢには，�温暖化対策の進展による埋蔵資源の経済的価値の上

昇を期待して，早急な温暖化対策を求めている国が多いと思います」

シズヤ 「グループＣには，�近年急速な経済成長を経験し，先進国に対して温暖

化対策の推進とあわせて支援を要求している国が多いと思います」

ノエル 「グループＤには，�環境政策に積極的に取り組み，温室効果ガスの排出

削減目標の厳格化を掲げている国が多いと思います」

先 生 「さらに班で，環境問題の解決を困難にしている要因を探究しましょう」

地理Ａ
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問 ２ シズヤさんの班では，環境問題の背景に先進国と発展途上国との経済格差が

あるのではないかと考え，プラスチックごみの国際的な取引について調べた。

次の資料１は，いくつかの国について，それぞれの国のプラスチックごみの輸

出量の変化とその背景を，シズヤさんたちがまとめたものである。資料１中の

ア～ウはアメリカ合衆国，中国＊，マレーシアのいずれか，Ｆ年とＧ年は２０１０

年と２０１９年のいずれかである。マレーシアと２０１０年との正しい組合せを，後

の�～�のうちから一つ選べ。 ２１

＊台湾，ホンコン，マカオを含まない。

資料 １

ア

イ ウ

日本
15

67 7

10
769

942

Ｆ　年

ア

イ ウ

日本
61

16

262

9
19

17

Ｇ　年

�千トン以上の輸出量のみ表示。単位は千トン。

プラスチックごみの一部は，再利用するために輸出されてきたが，中国が　2017　年
に輸入を厳しく制限した。その受け皿になった東南アジア諸国でも規制が進みつ
つある。

UN Comtradeなどにより作成。

� � � � � �

マレーシア ア ア イ イ ウ ウ

２０１０年 Ｆ 年 Ｇ 年 Ｆ 年 Ｇ 年 Ｆ 年 Ｇ 年

地理Ａ
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問 ３ チハルさんの班では，環境汚染問題において，問題の発生した地域と影響を

受ける地域が一致しないこともある点に注目し，過去の事例を調べた。次の資

料２は，国際河川であるライン川で発生した有害物質の流出事故について，河

川のいくつかの地点ａ～ｄにおいて観測された有害物質の濃度の推移を示した

ものである。資料２に関することがらについて述べた文章中の下線部Ｊ～Ｌの

正誤の組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。

２２

10

有
害
物
質
の
濃
度

30

20

0
3

µg/リットル

4 5 6 7
流出した日からの時間経過

8 9 10 11日目

オランダ

流出地点

ライン川
ベルギー

フランス ドイツ

国境・国名は　2020　年。 観測は３日目から開始。

スイス

ルクセンブルク

100　km 0

a

b

b
c

c

d

d

資料　２

a

Capel et al.（１９８８）により作成。

１９８６年１１月，スイスにある薬品倉庫で火災が発生し，水銀などの有害物質

が大量にライン川に流出した。有害物質は，Ｊ地点ｄでは流出した日から�

日目に濃度が最大値となった。有害物質の拡散は河川の流れと関係し，有害物

質のＫ移動の速度は，地点ａ―ｂ間よりも地点ｂ―ｃ間の方が�倍以上速

い。また，Ｌ観測された濃度の最大値は，流出地点から離れるほど小さく

なっている。

地理Ａ
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� � � � � � � 	

Ｊ 正 正 正 正 誤 誤 誤 誤

Ｋ 正 正 誤 誤 正 正 誤 誤

Ｌ 正 誤 正 誤 正 誤 正 誤

問 ４ ゲンタさんの班では，環境問題に関する解決策の導入が，他方では新たな地

球的課題を生み出している側面に着目し，いくつかの国におけるバイオ燃料を

めぐる問題について考えた。次のＰ～Ｒの文は，アメリカ合衆国，インドネシ

ア，ブラジルのいずれかにおける，バイオ燃料の導入拡大にともなって懸念さ

れる問題について述べたものである。国名とＰ～Ｒとの組合せとして最も適当

なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２３

Ｐ バイオ燃料の利用が推進されたことで国内需要が増え，その主原料となる

サトウキビの栽培地域が拡大し，熱帯雨林の破壊が進む。

Ｑ 国内でのバイオ燃料導入策の開始や輸出用バイオ燃料の需要増加により，

その主原料となるアブラヤシの農園開発が，低地や湿地などの自然林にも拡

大する。

Ｒ 世界最大のトウモロコシ生産国であるが，トウモロコシ由来のバイオ燃料

の需要が増加したことで，競合する飼料用の供給量が減り，穀物価格の高騰

につながる。

� � � � � �

アメリカ合衆国 Ｐ Ｐ Ｑ Ｑ Ｒ Ｒ

インドネシア Ｑ Ｒ Ｐ Ｒ Ｐ Ｑ

ブラジル Ｒ Ｑ Ｒ Ｐ Ｑ Ｐ

地理Ａ
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問 ５ ノエルさんの班では，環境問題の原因が日常生活と結びついている点に注目

し，自家用車利用による環境負荷について話し合った。次の図２は，日本の三

大都市圏内のいくつかの都市について，自家用車利用の割合＊と人口密度を示

したものであり，凡例 Xと Yは，中心都市と周辺都市＊＊のいずれかである。

また，図３は，ノエルさんの家族の通勤ルートを模式的に示したものである。

会話文中の空欄カに当てはまる記号とキに当てはまる数値との組合せとして最

も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２４

＊平日の全移動手段に占める自家用車利用の割合。
＊＊中心都市は，東京都区部といくつかの政令指定都市。周辺都市は，中心都市の周辺

に位置するいくつかの都市。

0

20

40

60

80
％

0
5 10
人口密度

15千人/km　2

自
家
用
車
利
用
の
割
合

Ｘ
Ｙ

統計年次は２０１５年。国土交通省の資料により作成。

図 ２

30　km 

40　km 

4　km 

職場

自宅

鉄　道
自家用車
徒　歩

駅 駅

図 ３

ノエル 「周辺都市では，郊外化によって自家用車に依存した生活様式が定着して

きたので，図２で周辺都市を示しているのは（ カ ）だね」

リョウ 「一人を�km輸送する際に排出される二酸化炭素は，ガソリンを燃料と

した自家用車では１５０g，鉄道では２０gとすると，片道の距離だけで考え

た場合，図３の自家用車だけを利用する通勤ルートは，駅まで自家用車で

行って鉄道を使うルートよりも（ キ ）倍の環境負荷になるね」

� � � �

カ X X Y Y

キ � １５ � １５
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問 ６ 生徒たちは，班ごとの探究テーマと，その課題に対する取組みの例を次の資

料３にまとめた。取組みの例としては誤りを含むものを，資料３中の�～�の

うちから一つ選べ。 ２５

シズヤさんの班 チハルさんの班

探究テーマ

「先進国から発展途上国へのプラ

スチックごみの移動」

課題に対する取組みの例

� 廃棄物の流通を管理する国際

的なルールを策定する

探究テーマ

「有害物質の流出事故による国際

河川の汚染の拡大」

課題に対する取組みの例

� きれいな飲用水を供給できる

よう浄水施設を整備する

ゲンタさんの班 ノエルさんの班

探究テーマ

「バイオ燃料の導入拡大に伴う食

料や生態系への影響」

課題に対する取組みの例

� 廃棄物や廃材を活用したバイ

オ燃料の開発を進める

探究テーマ

「日常生活における過度な自家用

車利用による環境負荷」

課題に対する取組みの例

� 利便性の高い公共交通ネット

ワークを整備する

資料 ３

地理Ａ
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と ね がわ

第５問 東京の高校に通うユキさんは，友人のツクシさんと利根川下流域の地域調

査を行った。この地域調査に関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 現地調査の前に，ユキさんたちは利根川の特徴を調べた。次の図１は，関東

地方の主な河川の分布といくつかの地点Ａ～Ｃを示したものである。また，後

の文章は，利根川の特徴についてユキさんたちがまとめたものである。文章中

の空欄アに当てはまる語句と，空欄イに当てはまる数値との組合せとして最も

適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２６

湖沼　
利根川(本流)
主な河川

佐原佐原佐原取手

東京湾東京湾東京湾

A

B
C

20　km 0

色の濃い部分ほど標高の高い地域を示している。

国土数値情報などにより作成。

図 １

利根川の流域面積は，日本最大である。かつて東京湾に流れていた利根川の

本流は，江戸時代に現在の流路に変更された。現在の利根川の流域には，図１
せき こ

中の地点（ ア ）が含まれている。また，利根川下流域は，かつて広大な潟湖

になっていたが，土砂の堆積や干拓によって現在では大部分が陸地になった。
とり で さ わら

図１中の取手から佐原までの区間における河川の勾配は，�万分の�程度であ

り，取手と佐原の河川付近の標高差は，約（ イ ）である。

� ＡとＢ―�m � ＡとＢ―４０m � ＡとＣ―�m

� ＡとＣ―４０m 	 ＢとＣ―�m � ＢとＣ―４０m
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問 ２ ツクシさんは，利根川下流域の土地利用を調べた。次の図２は，陰影をつけ

て地形の起伏を表現した地図であり，後の図３中の�～�は，図２中のＥ～Ｈ

のいずれかの範囲における土地利用の割合を示したものである。Ｆに該当する

ものを，図３中の�～�のうちから一つ選べ。 ２７

5　km 0

県境

茨城県茨城県茨城県

利根川
利根川
利根川

千葉県千葉県千葉県

市役所
主な鉄道EE FF

GG

HH

地理院地図により作成。

図 ２

0 20 40 60 80 100　％

田
畑・果樹園など
森林
建物用地
その他

河川・湖沼を除いた値。統計年次は２０１７年。国土数値情報により作成。

図 ３
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問 ３ ユキさんたちは，利根川下流域での都市の発展や交通手段の変遷について調

べた。次の図４は，佐原周辺のある地域における，１９３１年と２０１９年に発行さ

れた�万�千分の�地形図（原寸，一部改変）である。また，後の図５は，取手

から河口までの利根川本流における渡船と橋のいずれかの分布を示したもので

あり，サ～スは，１９３２年の橋，１９８１年の渡船，１９８１年の橋のいずれかであ

る。後の会話文中の空欄Ｊには図４中のａとｂのいずれか，空欄Ｋには図５中

のサ～スのいずれかが当てはまる。空欄Ｊと空欄Ｋに当てはまる記号の組合せ

として最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２８

1931　年 2019　年

aa

bb

小野
川

利根川

２０１９年の図中の点線は小野川を示す。

図 ４
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10　km 

サ

シ ス

0

1932　年の渡船

渡船または橋 湖沼 利根川本流 その他の河川

橋には鉄道と高速道路を含まない。海岸線と河川・湖沼は現在のものである。

千葉県立大利根博物館編『水郷の生活と船』などにより作成。

図 ５

ユ キ 「１９３１年と２０１９年の地形図を比較して佐原周辺の都市の発達を調べた

よ。佐原周辺は，江戸時代の水運によって発展し始めたんだ」

ツクシ 「図４中のａとｂは，どちらも２０１９年に市街地になっているけれど，より

古くから中心地として発達していたのは（ Ｊ ）だね」

ユ キ 「１９３０年代以降，この地域では他にどのような変化があったかな」

ツクシ 「１９３２年と１９８１年における渡船と橋の分布を図５にまとめたよ。１９３２年

には，多くの地点で渡船が利用されているね。１９３２年に橋が架かってい

た地点は，川幅が比較的狭い所に限られていたそうだよ」

ユ キ 「自動車交通の増加に対応して道路網が整備されてきたことを考える

と，１９８１年の橋の分布は，（ Ｋ ）の図であるとわかるね」

� ａ―サ � ａ―シ � ａ―ス

� ｂ―サ � ｂ―シ � ｂ―ス

地理Ａ
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問 ４ ユキさんたちは，博物館を訪問し，この地域の水害とその対策について学ん

だ。次の資料１は，佐原周辺で発生した水害の年表とその対策施設についてま

とめたものである。また，後の図６は，現在の佐原周辺のある地域における水

域の分布を示したものであり，タとチは，利根川の支流上の地点である。後の

会話文中の空欄Ｐには地点タとチのいずれか，空欄Ｑには後の文ｆとｇのいず

れかが当てはまる。空欄Ｐに当てはまる地点と，空欄Ｑに当てはまる文との組

合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２９

１９２１年に完成した水害対策施設

資料 １

水害の年表
や すじがわ

１９０６年 八筋川で堤防決壊
じゆうろくしま

１９１０年 十六島で堤防決壊

１９３８年 十六島で浸水被害

１９４１年 十六島で浸水被害

十六島実年同好会編『新島の生活誌』などにより作成。

水域
流下方向

利根川

十六島

八
筋
川

2　km0

チ

タ

地理院地図により作成。

図 ６
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学芸員 「かつてこの地域では，利根川の支流への逆流などにより，水害が発生し

ていました。このような被害を防ぐために，１９２１年に図６中の（ Ｐ ）

の位置に，資料１中の写真のような水門が設置されました。さらに，１９４０

年以降に排水ポンプの設置が進んだことにより，現在では浸水被害も少な

くなりました」

ツクシ 「この地域は，安心して住めるようになったのですね」

学芸員 「ただし，数年前に台風が接近した際に，避難指示が出されました。利根

川のような大きな河川の下流域では，今後も洪水に備えるための取組みを

進めていくことが必要です」

ユ キ 「大きな河川の下流域では，（ Ｑ ）などの取組みが行われていますね」

（ Ｑ ）に当てはまる文

ｆ 決壊を防ぐため，堤防を補強する

ｇ 土砂の流出や流木を防ぐため，ダムを建設する

� � � �

Ｐ タ タ チ チ

Ｑ ｆ ｇ ｆ ｇ
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問 ５ 利根川下流域でウナギ漁が盛んであったことを知ったツクシさんは，ウナギ

の現状について調べ，次の資料２にまとめた。資料２中のマとミは，国内の養

殖生産量と，国外からの輸入量のいずれかである。また，後の写真１中のｓと

ｔは，利根川下流域の河川周辺において撮影したものであり，資料２中の空欄

Ｘには，ｓとｔのいずれかが当てはまる。国内の養殖生産量に該当する記号

と，空欄Ｘに当てはまる写真との組合せとして最も適当なものを，後の�～�

のうちから一つ選べ。 ３０

資料 ２

ニホンウナギの生態と水産資源としてのウナギの現状

ニホンウナギは，河川などで成長した後，海へ下り産卵するといわれている。

１９７０年代以降，日本国内のウナギの漁獲量は減少し，現在，日本国内で消費さ

れるウナギのほとんどは，国内での養殖生産と輸入によってまかなわれている。

近年，利根川下流域では，写真１中の（ Ｘ ）にみられるような取組みが行われ

ており，ニホンウナギや川魚などの水産資源の回復に寄与することが期待されて

いる。

日本国内におけるウナギの供給量の推移

（単位：トン）

国内漁獲量 マ ミ 合 計

１９７３年 ２，１０７ １５，２４７ ６，９３４ ２４，２８８

１９８５年 １，５２６ ３９，５６８ ４１，１４８ ８２，２４２

２０００年 ７６５ ２４，１１８ １３３，２１１ １５８，０９４

２０１５年 ７０ ２０，１１９ ３１，１５６ ５１，３４５

水産庁の資料により作成。

地理Ａ

―１５４― （２６０２―１５４）



ｓ 石材を用いて整備された護岸
せき

ｔ 本流の堰のそばに設置された流路

写真 １

� � � �

国内の養殖生産量 マ マ ミ ミ

Ｘ ｓ ｔ ｓ ｔ

問 ６ ユキさんたちは，さらに考察を深めるために，先生のアドバイスを参考にし

て新たに課題を探究することにした。次の表１は，新たな探究課題に関する調

査方法を，ユキさんたちがまとめたものである。探究課題の調査方法としては

適当でないものを，表１中の�～�のうちから一つ選べ。 ３１

表 １

新たな探究課題 調査方法

地域の都市化により，農地の分布

はどのように変化したか？

� 撮影年代の異なる空中写真を入手し，

年代別の土地利用図を作成する。

橋の開通により，住民の生活行動

はどのように変化したか？

� 聞き取り調査により，周辺住民に生活

行動の変化を尋ねる。

防災施設の整備により，住民の防

災意識はどのように変化したか？

� GISを用いて，防災施設から一定距離
内に住む人口の変化を調べる。

環境の変化により，利根川流域の

漁獲量はどのように変化したか？

� 図書館やインターネットで資料を入手

し，漁獲量の推移を調べる。

地理Ａ

―１５５― （２６０２―１５５）




